
熊本地震発災後の取り組み

熊本市男女共同参画センター
はあもにい

藤井 宥貴子

熊本市男女共同参画センターはあもにい



熊本市男女共同参画センターはあもにい

まさかの熊本地震。 尊い命も豊かな自然も、お城も、一瞬のうちに…





４月１４日 前震

①夜間 避難者受け入れ＊課長へＳＮＳで連絡

１５日 平常業務

②性被害・DV チラシ作成

～２２日より配布

１６日 本震 スタッフの安否確認

１７日 休館（一部スタッフのみ出勤）

③支援物資配送

２８日 ④避難所キャラバンスタート

⑤幼児室開放・サテライトオフィス

５月８日 ⑥会館内に集約避難所 開設

８月１３日 避難所閉鎖

はあもにいの発災直後の動き
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避難所の様子

休める場所を探し回る避難家族の様子。
避難所に入りきれない市民も多く、やむをえず
車中泊を選ぶというケースも。

一時避難所

集約避難所



避難所の環境改善



『こんな非常時に、性被害など
起こるはずがない！』

『不安ばかりをあおっている！』

『つらいのは女性ばかりではない。

男もつらいんだ…』

『嫌なことを思い出して、つらい…』

＊二次被害は一件も出したくない

出さない！という思い



見えてきた課題

①女性や子ども、弱者支援の視点は避難所運
営に生かされていたか？

②避難所運営などに固定的性役割分担の状況
が多く見られることはなかったか？

③支援者も被災者であるという認識が欠けてい
なかったか？

④自立につながる支援となっていたか？

⑤関係各所の連携はスムーズだったのか？
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今後の取り組みについて

『日常的にできていないことは

非常時にはできない』が大前提！

↓

①災害時の会館の位置づけ・役割の明確化

②ジェンダー視点を取り入れた防災講座などの実施

③防災リーダーの育成

④会館スタッフの専門性の強化

⑤地域の社会資源との連携強化

⑥地域のコミュニティづくりにつながる事業の提案・実施

⑦支援団体のネットワーク化

⑧備えを日常化するためのキャンペーン・イベントなど
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子どもの笑顔があふれる避難所…
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熊本の真の復興に、

男女共同参画の視点は不可欠！
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館長 藤井 宥貴子

熊本地震からの復興

これからのコミュニティ再生について
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西原村 大切畑の奇跡

全２６戸 １００人

激震後 消防団員４人が二手に分かれ安否確認。ひ
しゃげた家屋の下から３時間で９人を次々、救出。ほと
んどの家屋が損壊するという中で、一人の犠牲者も出
なかった。
断層の上にある地区であるがゆえの、日常の備え。

消防団では家族構成や家の間取りなども把握されてお
り、避難生活も、住民の役割分担がスムーズに行われ
ていた。



益城町の自主避難所

女性リーダーを中心に、自主運営
が行われていた避難所。昼間は間
仕切り用のカーテンはすべて開か
れており、風通しがよく明るい雰囲
気だった。避難所の中心に、カフェ
スペースや子どもスペースが確保
されていた。

同じ仮設団地に入居する人た
ちは「近所にして欲しい」と、要
望を出されたとのこと。
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